The Final Lecture of Professor Makoto Takashima Economics of the Japanese University System(In Honour of Prof. Makoto Takashima) by 高島 忠
























































































































































































































































































































































Country 2002 2001 2000 1999 1998
Singapore. 1 ト 1 1 1
Finland 2 2 2 3 10
HongKong 4 4 3 2 2
Ⅰreland 5 3 5 9 3
Luxembourg 7 7 10 4 6
Denmark 8 13 ll ll 12
Australia 9 5 6 6 7
Canada 10 10 12 15. 13
Taiwan 21 20 18 16 15
U.K. 22 24 17 20 16
HungaⅣ 24 22 21 23 24
Korea 25 31 33 43 42
Thailand 27 39 30 28 36
CzechRep. 28 30 36 34 32
China 30 35. 32. 31 19
Japan 31 29 28 29 33
France 32 34 27 30 28
Mexico 33 27 29 33. 31
Ⅰtaly 39 40 43 ･40 38
Argentina 49 41 38 35 29
資料 :1MD,TheWorldCompetitiveYearbook2002,April2002.






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1986 1988 1990 1992 1994 1996
日 本 35.3 37.iZ 36.8 .39.4 43.9 46.8
アメリカ 44.3 45.7 45.0 48.5 46.6 n.a.
資料 :文部省,教育指標の国際比較
























第4表 18歳人口の中での高等教育進学者数 (単位 :1万人)
1986 1988 1990 1992 1994 1996













設置者 種類 4年制大学 短期大学 高等専門学校 各種専修学校
国 立 98 29 54 137
公 立 57 62㌔ 5 211
私 立 431 ･504 3 2,633
合 計 586 595 62 2,986
資料 :文部省,学校基本調査報告,平成9年度
第6表 日本の大学等,高等教育在籍者数 (単位 :千人,1997年現在)
設置者 種類 4年制大学 短期大学 高等専門学校 各種専修学校
国 立 279.0 10.3 18.6 17.1
公 立 80.1 23.2 1.6 33.7
私 立 1,841.2 403.9 1.0 901.2
資料 :同上｡
第 7表 欧米の大学数と学生数 (単位 :千人,1994年現在)
国 設置者 国公立大学 私立大学
国 大学 .学生 大学数 学生数 大学数 学生数
アメリカ 605 5,825 1,610 2,923
イギリス 155 1,024 - -
ド イ ツ 83 1,214 - -
資料 :文部省,教育指標の国際比較

















































第 8表 日本の経済状況と大学教育需要 ･供給 (単位 :百万人)
1955 1970 1985 1995 1998
高等教育在籍者数(a) 170 468 594 812 793
大学在籍者数(b) 132 333 412 569 593
18歳人口(C) 1,682 1,947 1,557 1,774 1,620
(a)/(C) 10.1 24.0 38.2 45.8 49.0
(b)/(C) 7.8 17.1 26.5 32.1 ･36.5
GDP(兆円,､名目) 9 75 326 494 504
資料 :文部省,学校基本調査報告 ; 経済企画庁,国民経済計算年報












第 9表 日本の大学の授業料と雇用者所得 (単位 :千円)
国立大学 私立大学 1人当り雇用者所得.(C)授業料(a) (a)/(C)% 授業料(b) (b)/(C)%
1975 49 2.2 207 9.2 2,240
1989 200 6.1 403 12.3 3,283
1985 282 7.0 534 13.31 4,009
1990 391 8.3 682 14.4 4,724
































































































(1)年齢層 ｢25歳-43歳｣の賃金 (単位 :千円,年額)
経 営 と 経 済
1978 1982 1988 1992 1996
･.大卒賃傘/高卒賃金 1.10 1.09 1.14 1_.16. 1.18
(2)年齢層 ｢45歳-54歳｣の賃金 (単位 :千円,年額)
1978 1982 1988 1992 1996

























































































































































































































































財政収入資 金 源 欧州 (ドイツ) アメリカ 日 本全 大 学 州立大学 私立大学 国公立大学 私立大学
中 央 政 府 10.4 6.9 5.4 36.9 4.5
学 生 納付 金 0.0 10.9 14.5 (4.7)㌔ (34.0)
大学自己資金 0.0 20.1 16.1 0.0 16.3
地 方 .政 府 89.6 25.1 1.0 7.9 0.5































































































ア メ リ カ 4.82(16.0) 1.07(22.2)
イ ギ リ ス 4.65(ll.9) 0.83(17.8)
ド イ ツ 4.35(9.80) 0.97(22.3)




































































































































































































































































































当たって欲しいと思います｡- - これが,間も無 く大学を去ろうとする者
の切なる願いであります｡私たちのこの長崎大学経済学部の前には,loo牛
の歴史を超えて,さらに,豊かな未来のあることを信じます｡しかし,その
未来は,我々一人一人の絶えざる努力なくして訪れるものでは無いことも,
また,事実です｡
最後に,本日わざわざご出席下さいました本学部同窓会の諸先輩の方々に
おかれましては,学部教員に対しましては,これまで同様,厳しくご指導 ･
ご鞭撞下さいますよう,そして,後輩の学生諸君に対しましては,一人一人
の将来をJL､温かく見守って下さいますよう,衷心よりお願い申し上げまして,
私の最終講義を終わらせて戴きます｡
ご清聴,ありがとうございました｡
